
第 １ 章　 教育　 ●・小中高校・ インターネット利用

資料4-1-1　学校ホームページの開設数の推移
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ｌ 矍辺| 資料4-1-1～6「国内のインターネット教育利用の動向」の

ウェブページを元に作成（以下P125 まで）

調 査内 容

昨 年に引 き続 き、日 本国 内の イン ター ネット の教 育利 用の現 状

を、 学校 のホ ーム ペー ジの 開 設状況 の 調 査と学 校の ホー ムペ ージ

管 理 祐を対 象 とし た ア ン ケート､凋査に よっ て 概 観す る。 こ れは 、

1995 年3 月か ら3年 間に わ たって 実験 的 に運川 して きた教育 恠 報リ

ン ク集［ イ ンタ ー ネット と教 育］ のペ ー ジ(http:｡ …………www.osaka-

kyoiku.ac.j p/educ/) で 定 期的 に収 集し て い るＵＲＬ恰 報、お よび

1998 年の1 月に 実施 し た令 国の 学 校 のホ ー ムペ ー ジ竹J111者 に対 す

るI凋介結果 を 元にして い る。

屯ｆ メー ルに よる ア ンケー ト「 イン ター ネットの 教育 利川の 現

状 に関 する 調 査」 は1998 年1 月1111 ～1 月31 凵に 実 施さ れた。 今年

度は、1997 年12 月27 凵版 の「 イ ン ター ネット と教育 」に掲 載 され
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てい る2,783 校の 学 校 のペ ー ジ の 竹理 者を 対 象 とし た。 こ の 中 で

電子 メー ル アド レ スが 掲 載 さ れて い た もの が2,211 校 （ メー ルア

ドレ スの 記 載率は79 ％）あ り 、こ れに も とづい て 各都逆 府県 別 に

1
刈査 依頼 メー ルを 発 送 し た｡、そ の 結 果7itm の 有 効1111答が あ り 、

川 答率 は32 。゚で あっ た。 なお 、Ml  00校プ ロ ジェ クトjl 参 加 校は

32校、 こ ねっ と・ プ ラ ン112参 加 校は123 校で あ っ たバ 調 介項 目は

ウ ェ ブ Ｌに フ ォ ー ム を 作 っ て 提 示 し(http: ………………､,vww. osaka-

kyoiku.ac.jp ……’edｕｃ.･｡/query.html)、こ れ に 記 人さ れた 川 答を 集 計

者に メールで 転送 する 方法 を川 い た。

学 校の ホー ムペ ー ジは、 公式 な もの から 個 人に よる実 験的 な性

格の もの まで 幅広 く存 在す る　 ここ で は 一般 的 なデ ィレ クト リ サ

ービ スや リ ン ク襲 で収 集 され ている ［学 校 のペ ー ジ］の 実態 に 近



学校のホームページは1年で倍数

資料4-1 -2　学校ホームページの都道府県別開設比
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いものとして、教師・関係片による非公式な実験的ページも介め

ているが、学校外の機関などで要覧的に作成している帖鄒押)少

ないページや同窓会のページなどは除いている｡

学校ホームページの開設数の推移

学校ホームページの開設数を100校プロジェクトが実質的にス

タートした1995年3月から1997年12月までJjごとに調べた結米が

資料4-1-1である。昨年度と比較すると、地方|'|治体による教育

惜報ネットワークの整備が令国各地で進んでいるため、学校ホー

ムページの増加数も著しくなっており、我 々のページにおける学

校ホームページの補足率は80～90％程度だと捌定される｡ 昨年ま

でのような指数関数的な増加ではなく、28校/週程度の割合で時

１２３

間 にほ ぽ比 例し て増 加 してい る 。 なお 、昨 年お よび 一昨 年の平 均

増 加 率は、 そ れぞ れ、23 校/週 、6 校/ 週程 度 であっ た 。

1997 年12JJ27 囗版の｢ イン ター ネット と教 育｣ の 学校 ペー ジの

デー タに よれば 、 令卩|の 鳥等 学校 の18.5りVi (8.4%) 、 中学 校の7.0%

(3.1％)、小 学 校の3.6％()｡６００)、盲 ・ 辱・ 養護 学 校の11.10い4.8 ％)、

介 わせ る と11 本の 学 校の6.6％(3.0 ％) が イン ター ネット ト｡に ホ ー

ムペ ー ジを 公 開し てお り、 そ の 数は こ の1 年 で ほぽ 倍 増 して いる

(カ ッコ内 は昨 年同 期)｡

インターネット白書'98･1



第１章 教育　S1小中高校のインターネット利用

資料4-1 -3　学校ホームページの運用形態

1998.1 1997.1運　用　形　 態

学校公認、学校案内、入試情報 などの 提供

学校公認、学校の教育・研究活動の一 環

教師個人（ クラ スなど）の活動 、学 校として了解

教師個人（ クラ スなど）の活動 、学 校として未認知

PTA 、児童・ 生徒 、学校関係者の活動

その他・無回答

５１ ％
-
１９ ％
-
３ ％

-
２ ％

-
３ ％

資料4-1-5　設備上の問題点（2項目選択、計200% で表示）

49 ％
-

24 ％
-
6 ％

-
3 ％

-
4 ％

資料4-1-4　学校のインターネット接続形態

ＬＡＮ（イーサネットなど）に直結

その他・無回 答

設 備 上 の 問 題 点　　　　　　　　　　　　　　　1998.1

1　校内 ネットワークが未整備で利用できる場所 が限定　　　　　　　47 ％

２　インターネットに接続 できるコンピュ ータの数が少ない　　　　　42 ％

3　保守 運営 費用が不足、システムの維持が十分 できない　　　　　　18 ％

4　 回線接続 費用が不足 し、回線容量（ア クセ ス速度） が不十分　　　14 ％

5　 回線 接続 費用が不足レ 接続時間が十分に確保できない　　　　　12 ％

6　 メールアカウントの発行が自由にできない　　　　　　　　　　　12 ％

ア　インターネットに接続できるコンピュ ータの機能が不十分　　　　１０％

８　ＷＷＷサーバーが校内 になく、ホームページの更新が容易 でない　 ６％

９　その他・無回答　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39 ％

４ ％

-
２ ％

４ ％

-
２ ％

学校ホームページの都道府県別開設比

次に同じデータから各都道府県別のホームページ開設数を求

め、これをその祁道府県の総学校数 し｣ヽ学校十中学校十鳥等学

校十肓・夘・跪､溲学校〕で割ったものを、学校ホームページの都

道府県別開設比と呼び、資料4-1-2(P123)に示した｡ 学校数はず

成9年度の文部竹の学校坊本統計調介Ⅲ旨によっている。　ll位12

の府県の多くでは、地方自治体による教育情報ネットワークの幣

悁が進行中である
い

開設比が ﾄ 位゙の県では:儁･)程度であり、地域

格差がかなり人きいことがわかる　ただし、公開されていない学

校ホームページの数は反映されておらず、またこの開I没比が実際

の活動の質までとらえるものではない。都道府県別開設比にかか

わらず、先進的で活発な活動を行っている学校は个114に存在して

いる

学校 ホーム ペー ジの 運用形 態と 接 続形 態

学 校ホ ー ムペ ージ の運 川 形態 を昨 年と 比 較し たも のを 資料4-1-

3に小 し た ノ冫 校 の 公式 な ホ ー ムペ ー ジは65り1,か ら739。まで 増 加

してい る。 また、 私･y の鳥 等学 校な どを 中心 とし た学 校案内 ・ 人

､式帖 報提 供のペ ー ジの 増加 がや や 囗､y９ た
い

しか し過T･ 数は学 校

の教 育・研 究 活動 のｰ 環と して 運併 さ れてい る。

昨 年6 月 の 文部 省のI凋韲に よ れば 、 令jl印) 公 価冫 校の9.8‘‰が イ

ン ター ネット に接続 さ れて お り、 また我 々の デ ー タか ら、そ の時

点で 令川 の学 校の4.60。が学 校の ペー ジを 持っ てい た‥ つ まり イン
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ターネットに接続されている学校のほぽt･数近くがホームページ

を公開していることになる。

資料4-1-4は学校のインターネットへの接続形態を小している

が、ホームページを公開している学校の86％がインターネットに

接続されている｡ 昨年からの祁移で特徴的なことは、祁道府県の

教青センターなどによる教育帖報ネットワークの整備がISDN の

ダイヤルアップ接続を中心として進んでいることなどにより、

ISDN のダイヤルアップ接続が489。とi五流を占めていることであ

る。

学 校にお ける 設備 上の 問 題点

学 校に おけ る 設備ll のIXI」題を2 項 目 選択 し て もら っ た結 米が資

料4-1-5 に 示さ れて い る。 最 も多 か９ た の は ［ 校内 ネット ワ ー ク

の整備 が 不|-分 であ る］とい う1111答で あ り、47‘li,に達 し た、 また、

「 イ ン ター ネッ ト に接 続 で き る コ ン ピ ュ ー タの 数が 少な い 」 が

j2％で これ に続 く。 こ れに 対して 、1111線 容:1 ;J や 賞 川の問 題 はそ れ

ほど 収要視 してい ない 学 校が 多か っ た。

また、学 校の 中の イン ター ネット に接続 さ れた コ ンピュ ー タの

台 数 を た ず ね た 結 米 を 資 料4-1-6 に示 し た　O 台 （5.1°Ｏ）、1 台

（31.7％）、 ～3 合 （20.7％　 など、6 割 近く は端 木数が3 台 以 ド とな

っ てい る｡ イン ター ネットの 教育 利Xljを 進め る ために は、 まず川

線のI副i゙ 11:が 必 要であ るが 、こ れ と 並行して 、 校内 ネット ワー クの

整備や イン ター ネット に接 続 さ れる コ ンピ ュ ー タの台 数の 確 保が



接続形態はISDN のダイヤルアップが主流

資料4-1 -6　接 続さ れ た端 末 数

端末数　　　　 高等学 校 中学 校

O台　　　　　　　3　　　　11

1台　　　　　　　78　　　53

～3台　　　　　　59　　　40

～5台　　　　　　14　　　10

～10 台　　　　　　15　　　12

～20 台　　　　　　10　　　10

～30 台　　　　　　12　　　9

～40 台　　　　　　8　　　　4

～50 台　　　　　　14　　　11

51 台～　　　　　　31　　　8

その他・無回答　　　　22　　　19

合計　　　　　　266　　187

小 学校
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卜 の 発 行 な ど に 人 き な 制 約 が 生 じ る こ と も 考 え ら れ 、 今 後 各 学 校

あ る い は 学 校 群‘il
一
位 で サ ー バ ー を 設 置 す る た め の 技 術 的 あ る い は

人 的 、 μ?: 的 な 課 題 を 解 決 し て い く 必 妛 が あ ろ 耻 実 際 、 今II 佃)

調 介 で は 、 幹 学 校 の 先 生 が 佃 人 の メ ー ル ア カ ウ ン ト を 学 校 に 持 つ

と い う 状 況 に は ま だ 遠 い こ と が 明 ら か と な ９ て い る 。 イ ン タ ー ネ

ッ ト の 教 育 利 川 の た め の 基 盤 整 備 に お け る 第･ 段 階 の11 標 が 、 令

卜| の 学 校 を イ ン タ ー ネ ッ ト に 接 続 す る こ と で あ る な ら ば 、 次 の 段

階 で は す べ て の 教 師 が メ ー ル ア カ ウ ン ト を も ９ て 自 山 に 交 流 で き

る 環 境 の 整 備 に 目 標 をii.･II:く べ き で あ ろ う　 こ の よ う な 環 境 を|| 常

|妁 に 経 験 す る こ と に よ っ て は じ め て 、 授 袰 の 巾 で の イ ン タ ー ネ ッ

ト の 活Jlj の 艇 ７ が 開 け て く る の で は な い だ ろ う か

な お 、 ス ペ ー ス の 関 係 で 収 録 で き な か っ た 教 育 ・ 学 習II'μ11 資 源

に 関 す る デ ー タ と 闘 題 点 、 交 流 ・ 共 同 学 習 に 関 す る デ ー タ と 問 題

点 な ど に 関 し て は 冂II 内 の イ ン タ ー ネ ッ ト 教 育 利 川 の 動 向｣

4http: ヶ ｗ　ｗ ｗ.ｏｓ;lka-k ｙoik ｕ.ile.jp ……educ/ ‘ellcIS)8｡｡･clllcl!)8.ht.111】) を 参

照 し て ほ し い( 図1) 。

( 越 桐 國 却 ・ 人 阪 教 育 人 学 助 教 授)

注2　 こ ね っ と ・プ ラ ン ホ ー ム ペ ー ジ

(http://ｗｗｗ.ｗｎｎ.０｢.jp/wnn-s/index.html)
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お わり に一 一 般教 育の 次の ステ ップ

令国 の 学 校の 約7・ｏが ホ ー ムペ ー ジを 持 ち、 毎 週30 校近 く の割

介で増 加して いる　 今後の 学 校にお け る イン ター ネット の 整備 計

1111jか ら判断 し て、｀I紬i は40 ～80 校 週1111度の 学 校 ホー ムペ ー ジが

開設さ れるこ と もF 想 さ れる。 こ のよ うな急 成長 の 一方で、 学 校

内 の イン ター ネット に接続ll｣'能な コ ンピュ ー タの 数が 不足し 、 校

内 ネット ワ ー クの 整備 も 十 分 進ん で い な いこ とが 明 ら か と な､J

た　 校外 ネット ワー クと 校内 ネッ トワ ー クの バラ ン スの と れた 整

備が 今後必 要に な-Jて くる であ ろ う。

学校 の イン ター ネットへ の接 続 形態 は、 地 方自 治体 の教育 セ ン

ター など を ハブ とす るISDN の ダ イヤ ルア ップ 接続 が 中心 で 、こ

れが現 在の接 続 形態の ほぼｔ 数近 くを 占め てい る　 こ の 万法では

1111線費 川な どの 制約な どに よ り、 各クラ スか らいつ で も自由 に使

う よう な形態 に なじ まない こ ともｒ 想 され 、引 き続 き･､1
』
りlj線 に よ

る 接続 のlll能 性を 検討 して い く必 要があ る か もし れない

また、 都 道府以 や政 令指 定 那11｣‘など 人 規模 な自 治体 の教育 セ ン

ターに よる サー バー 集中竹 理 方式で は 、 各学 校の メー ルア カウ ン

注1　 新100 校 プ ロ ジ ェ ク ト ホ ー ム ペ ー ジ

(http://ｗｗｗ.ｃｅｃ.ｏr.jp/net/shin100p.html)
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